

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































番 四番番 番 番 番 番
☆
尾
張
前
司
時
章
☆
武
蔵
前
司
朝
直
出
羽
前
司
行
義
清
左
衛
門
尉
満
定
太
田
民
部
大
夫
対
馬
前
司
☆
尾
張
前
司
掃
部
助
常
陸
入
道
江
民
部
大
夫
☆
武
蔵
守
出
羽
前
司
伊
賀
式
部
大
夫
入
道
清
左
衛
門
尉
☆
前
右
馬
権
頭
筑
前
々
司
行
泰
参
河
前
司
教
隆
丹
後
守
頼
景
長
井
太
郎
時
秀
縫
殿
頭
師
連
☆
筑
前
々
司
参
河
前
司
長
井
太
郎
☆
和
泉
前
司
武
藤
左
衛
門
尉
前
太
宰
少
弐
那
波
左
近
大
夫
将
監
大
曽
禰
左
衛
門
尉
城
次
郎
佐
渡
前
司
備
後
前
司
伊
勢
前
司
城
九
郎
縫
殿
頭
明
石
左
近
大
夫
兼
綱
進
士
次
郎
蔵
人
対
馬
左
衛
門
次
郎
対
馬
左
衛
門
尉
仲
康
皆
吉
大
炊
助
文
章
水
原
兵
衛
尉
孝
宣
明
石
左
近
将
監
進
士
次
郎
蔵
人
善
刑
部
丞
越
前
四
郎
対
馬
左
衛
門
次
郎
深
沢
山
城
前
司
甲
斐
前
司
山
名
中
務
丞
雑
賀
太
郎
太
田
太
郎
兵
衛
尉
長
田
兵
衛
太
郎
越
前
兵
庫
助
皆
吉
大
炊
助
対
馬
左
衛
門
尉
中
山
城
前
司
内
記
兵
庫
允
山
名
進
次
郎
佐
渡
右
京
進
「吾妻鏡」建
長
六
年
（
一
二
五
四
）
’
二
月
一日条
５
Ｇ Ｆ
☆
秋
田
城
介
泰
盛
大
宰
権
少
弐
景
頼
☆
越
後
守
実
時
大
田
民
部
大
夫
康
宗
☆
尾
張
前
司
時
章
筑
前
々
司
入
道
行
善
☆
武
蔵
前
司
朝
直
出
羽
前
司
入
道
々
空
清
左
衛
門
尉
満
定
☆
和
泉
前
司
行
方
対
馬
前
司
倫
長
☆
秋
田
城
介
泰
盛
☆
越
後
守
実
時
常
陸
入
道
行
日
対
馬
前
司
倫
長
伊
賀
前
司
時
家
信濃判官入道行一
隠
岐
大
夫
判
官
行
氏
前
大
宰
権
少
弐
入
道
蓮
佐
刑
部
権
少
輔
政
茂
壱
岐
前
司
基
政
直
講
教
隆
宮
内
権
大
輔
時
秀
縫
殿
頭
師
連
伊
勢
前
司
入
道
行
願
式
部
太
郎
左
衛
門
尉
光
政
伊
勢
入
道
行
願
武
藤
少
卿
景
頼
信
濃
判
官
入
道
行
一
刑
部
少
輔
教
時
上
総
前
司
長
泰
那前☆
波大和
左宰泉
近少前
大弐司
夫為行
将佐方
監
政
茂
刑
部
少
輔
教
時
上
総
介
長
泰
大
田
民
部
大
夫
康
宗
中
山
城
前
司
盛
時
佐
藤
民
部
大
夫
行
幹
山
名
進
次
郎
行
直
齋
藤
次
朝
俊
江
民
部
大
夫
以
基
長
田
左
衛
門
尉
広
雅
佐
藤
民
部
次
郎
業
連
進
士
次
郎
蔵
人
光
政
明
石
左
近
大
夫
兼
綱
対
馬
左
衛
門
二
郎
皆
吉
大
炊
助
文
幸
嶋
田
五
郎
親
茂
中
山
城
前
司
盛
時
佐
藤
右
京
進
山
名
進
二
郎
行
忠
齋
藤
二
朝
俊
山
城
前
司
俊
平
甲
斐
前
司
家
国
山
名
中
務
大
夫
俊
長
雑
賀
太
郎
尚
持
山
城
前
司
俊
平
山
名
中
務
大
夫
俊
行
雑
賀
太
郎
尚
持
江
民
部
大
夫
弘
基
長
田
兵
衛
太
郎
広
雅
大
蔵
四
郎
則
忠
「吾妻鏡』弘
長
元
年
（
一
二
六一）三月一一
○
日
条
「吾妻鏡』正
嘉
元
年
（
一
二
五
七
）
閏
三
月
二
日
条
６
鎌倉期の奉行人について（五 完）
Ａ建長三年（一二五一）六月五日の六方編成においては、各番の評定衆および引付衆は一一一名で計一八名、引付奉
行人は各番二名づっ計一一一名であったが、Ｂ六月一一○日に三方に編成されると評定衆および引付衆は各番五名ない
し
六
名
で
計
一
七
名
、
引
付
奉
行
人
は
各
番
四
名
な
い
し
五
名
で
計
一
一
一
一
名
と
な
っ
た
。
Ｃ
建
長
四
年
（
’
二
五
二
）
以
降
の
五
方
編
成においては、評定衆と引付衆は各番四名から六名、引付奉行人は二名ないし囚、五名の場合もあるが、基本的に
各番三名となった。各番の評定衆と引付衆の割合はかなり不均衡であり、評定衆が極端に多い番や逆に引付衆が極
め
て
多
い
番
が
散
見
す
る
。
両
者
は
比
較
的
に
同
質
性
を
有
し
て
お
り
、
両
者
の
合
計
が
一
定
数
で
あ
れ
ば
そ
の
偏
り
は
特
に
問
題
と
は
な
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
掲
載
順
序
も
通
常
は
評
定
衆
の
次
に
引
付
衆
が
配
置
さ
れ
る
が
、
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
場
合
も
ある。また各番の頭人は通常は筆頭に掲げられた評定衆が勤めたと思われるが、引付衆が筆頭に掲げられる場合が
（４）
あり、その場合は引付衆が頭人であった。このように評定衆と引付衆が同質的な存在と捉違えられるのに対し、引付
奉
行
人
は
そ
れ
ら
と
身
分
的
に
も
職
種
的
に
も
異
な
っ
た
階
層
集
団
と
位
置
付
け
ら
れ
た
。
各
番
に
は
一
定
数
が
基
本
的
に
配
置
さ
れ
、
そ
の
掲
載
順
序
は
必
ず
評
定
衆
・
引
付
衆
の
後
に
な
っ
て
い
る
。
（５）
こ
れ
ら
引
付
奉
行
人
に
つ
い
て
森
幸
夫
氏
は
、
所
属
番
の
変
遷
を
一
覧
表
に
し
て
い
る
。
五
方
編
成
の
下
で
は
引
付
奉
行
人
の
所
属
番
は
ほ
ぼ
固
定
し
て
い
て
、
特
に
Ｃ
Ｄ
Ｅ
の
建
長
年
間
に
お
い
て
は
全
く
変
化
が
み
ら
れ
な
い
こ
と
が
、
一
覧
表
か
ら
読
み
取
れ
る
。
森氏は、『吾妻鏡』の結番記事にあらわれた総計一一五名の引付奉行人に、さらに『吾妻鏡」文永二年（一一一六五）
‐（６）
六
月
一
一
日
条
の
記
事
か
ら
壱
岐
為
忠
と
高
水
右
近
三
郎
を
引
付
奉
行
人
で
あ
る
と
し
て
追
加
し
て
、
こ
れ
ら
二
七
名
の
引
付
奉
行
人
（７）
の
出
自
を
綿
密
に
考
察
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
深
沢
・
山
名
・
杉
原
・
佐
藤
・
斎
藤
の
五
名
が
武
士
出
身
者
、
長
田
・
内
記
の
一
一
名
が
在
庁
官
人
出
身
者
、
大
江
・
中
原
・
皆
吉
・
太
田
・
雑
賀
・
’
一
一
善
・
壱
岐
の
七
名
が
京
下
官
人
出
身
者
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
京
下
官
人
出
身
者
の
比
重
の
高
さ
が
指
摘
さ
れ
る
。
そ
し
て
武
士
出
身
の
奉
行
人
が
備
え
る
べ
き
要
件
と
そ
の
特
徴
を
分
析
し
た
上
で
、
武
士
出
身
の
奉
行
人
は
そ
の
後
も
幕
府
奉
行
人
と
し
て
活
躍
を
続
け
、
い
わ
ば
幕
府
奉
行
人
家
を
形
成
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
つ
た
こ
７











